
東京電力福島第一原発事故を契機に生まれた日本で最大の市民放射能測定室のネットワーク団体。
全国約30の市民測定室が加盟し、食品・土壌などの測定結果を集積するデータベース「みんなのデー
タサイト」を運営している。

独自に東日本17都県の土壌3,400ヶ所を採取・測定した結果をまとめた書籍『図説・17都県放射能測定
マップ＋読み解き集』はシリーズ累計2万部を発行。原発事故後、多くの食品測定を継続し、17,000件
以上のデータを公開してきたが、ここ数年は特に長期的に放射性セシウムの影響がなくならない、山
菜、きのこなどの測定を集中して行なって来た。

「みんなのデータサイト」https://minnanods.netとは

自民党PTによる食品基準値緩和提言に関する資料

2021年6月　みんなのデータサイトまとめ

https://minnanods.net


2020年春、独自の測定調査によりコシアブラ（山菜）から全22
検体中 ６件（27%）で基準値超えを検出

「2020年秋の全国きのこ測定プロジェクト」では野生キノコの
高汚染を多数発見！全109検体中23検体（21％）基準値超え

春の山菜測定の結果を受け、みんなのデータサイトによる（ヤフオク！、メルカリなど）の
「2020年秋の全国きのこ測定プロジェクト」（10/11～11/30）を実施。野生の生キノコにおい
ては、全109検体中 23検体（21%）で100 Bq/kg基準値超えが発覚した。

「ふくしま30年プロジェクト」が、個人売買通販サイト（ヤフオク！、メルカリ等）からコシア
ブラを購入し、放射能測定を実施したところ、100 Bq/kg基準値超えを多数検出。



オークションサイト・フリマサイトにおける野生の農産物の販売について（令和３年４月28日）
　令和３年春も、昨年に引き続きインターネットオークション、フリーマーケットアプリで販売さ
れたコシアブラなど野生の農産物を検査した結果、食品衛生法に定める食品中の放射性物質の基
準値（100 Bq/kg）を超過する事例が確認されています。コシアブラなど野生の農産物の販売に
ついては、以下の注意喚起を参照し、特に注意をいただくようお願いいたします。

この調査による保健所への通報を経て、厚労省がネット通販サイ
ト上での、基準値超えを無視できなくなった

厚労省HPへの掲載、メ
ルカリ等の個人売買サ
イトへの注意喚起指
導、及び、翌年以降個
人売買サイトの商品の
抜き打ち検査を行う旨
が発表された。



 

山菜・野生キノコなどを
販売できないことが復興
の妨げだとし、出荷制限
値を100 Bq/kgより高くし
ようというプロジェクト
チームが、自民党内に発
足。座長は元復興大臣
で、福島2区選出の衆院議
員・根本匠氏。
３月９日に、「食品等の
出荷制限の合理的なあり
方に関する提言」が出さ
れた。

事故後、放射能測定を長期に実施してきたみんなのデータサイトとしては、食
品基準値を現在の100～125倍とするこの提言について、内部被ばく防護の観
点から、見過ごすことはできないと考えています。
また、原発事故後10年も経過してから、基準値を引き上げる例は、世界的に見
ても皆無です。是非、団体署名のご検討をお願い致します。

ところが、この動きに対抗するかのように、今年に入り自民党が
100 Bq/kgの食品基準値緩和のプロジェクトを立ち上げた！

【ポイント1】　原発事故前の中山間地の  
きのこ・山菜等林産物直売所の「復興」
【ポイント2】　里山の計画的再生を目的
としたしいたけ原木生産の生業の「回復」 
【ポイント3】　 
消費量の少ない食品10,000 Bq/kg 
マイナーフード12,500 Bq/kg の採用

自民党東日本大震災復興加速化本部
「食品等の出荷制限の合理的なあり方検討
プロジェクトチーム」（PT）
食品等の出荷制限の合理的なあり方に関す
る提言
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